
静岡県富士自動車学校様（https://www.fuji-ds.jp/）よりご依頼を頂き、従業員様が自社の魅力を語り合い、その強みを共有し、新た

な事業を生み出そう！という「ＦＤＳ自分事プロジェクト」にファシリテーターとして携わらせて頂きました。

今回のプロジェクトでは90分のワークショップを2回実施。１回目のワークは従業員様一人ひとりが心惹かれる自社の魅力につい
てひたすら語り合うという内容。２回目はその魅力を活かした事業づくり&プレゼンテーションという流れで進行させて頂きまし
た。今回のワークにより導き出された新規事業を従業員様が「私が生み出した事業である」と捉えて、主体的な展開をされてい
くことを期待しております。
会議等の話し合いには多くのコスト（お金、時間、情熱）かかります。そのコスト以上の話し合いを事前にデザインし、参加者
の主体性と、現場の雰囲気を大切にしながらも、中立の立場で決めるべきことをしっかりと決めるお手伝いをするのがファシリ
テーターの役割であると認識しております。最近は企業様及び自治体様よりファシリテーション手法を活用したアイディア出し
のワークショップや異年齢及び異業種メンバーによるチーム（プロジェクト）づくりに関するご相談が増えております。対象や
時間に合わせたご提案が可能です。興味がある方は、ぜひお気軽にお問い合わせください。
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ろーどニュース 2018年11月号

◆顧問・関与先様各位 「ろーどニュース」11月号を配信いたします。今月もよろしくお願い申し上げます。

ファシリテーションを取り入れたワークショップ事例「FDS自分事プロジェクト」

0545-67-2967

● FAX: 0545-67-2968

● E-mail: info@office-road.jp

● Web: https://office-road.jp

パワーハラスメントとは、同じ職場で働く者に対して職務上の
地位や人間関係などの職場内の優位性を背景に、業務の適正な
範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与える又は職場環境を悪
化させる行為であると定義されています。
過去３年間に、パワーハラスメントを受けたことがあると回答
した従業員の方は約３人に１人という結果になっており、非常
に身近なテーマとなっています。

パワーハラスメントは被害者や加害者だけでなく、会社やそこ
で働く他の従業員の皆様にとっても、大きなマイナス影響を及
ぼす可能性があり、誰の幸せにも繋がりません。
パワーハラスメントを予防するためには、従業員様全員が研修
等において基礎知識を学び、共有しておくこと。また、アン
ケート等を用いて、まずは自社の現状を明らかにすることが効
果的です。当事務所では「これってパワハラ？」みんなで考え
る職場づくりセミナーを中心とし、パワハラ撲滅に向けた取組
支援を行っております。お気軽にご相談ください。

毎月第一水曜日に「遊び、学び、つながる。」をテーマに、
フジノヤマカフェ（http://fujinoyamacafe.com/）にて、若手ビ
ジネスマンが集まるイベントを開催しています。

楽しく交流する中で、少しだけ“学び”をお土産にして頂けるよう、
プログラムの工夫を行っています。

【今月のプログラム】
◇働くみんなの大おしゃべりナイトについて
年に１回「大おしゃべりナイト」を開催したとしたら・・・。
どんなことができそうか、アイディアを出し合ってみました。

◇ゲストスピーカー/谷津倉一真さん
（富士の山ビエンナーレ実行委員会事務局長）
2014年から始まった富士市、富士宮市、静岡市をまたがり開催
している２年に１度の芸術祭「富士の山ビエンナーレ」につい
てお話をして頂きました。３回目を迎える
今年は富士本町・富士川・蒲原・由比の4つ
のエリアで開催中（11/25迄）。テーマは
「スルガノミライ」です。迫力満点の作品に
触れられる貴重な機会です。ぜひお出かけ
ください！ http://fujinoyama-biennale.com/

今月の「働くみんなのおしゃべりナイト」 どのくらい「パワハラ」について知っていますか？第３回

https://www.fuji-ds.jp/
http://fujinoyamacafe.com/
http://fujinoyama-biennale.com/


ろーどの呟き「凸凹軍団を繋ぐ自律する力！？」

賃金改定の確認はお済みでしょうか？

先日、富士市の社会教育事業に多くの時間と情熱を注がれ、大役を終えられた先輩をゲストに迎えて、お疲れ様会を開催しました。
翌日、集合写真を皆さんにシェアすると、ある先輩から「凸凹軍団だね」というメッセージを頂きました。ふと、デコボコ軍団を繋いでい
るものとは何なのかと考えてみました。

遡れば10年程前、私は富士市教育委員会社会教育課の職員をしておりました。社会教育とは、学校や家庭では担い難い非日常的な体験を通
して自己を知り、他人を知り、生きる力を養うことであると理解し、様々な事業を行ってきました。その中でたくさんの素晴らしい皆様と
のご縁を頂きました。先日の会の最後のゲストの先輩の挨拶を聞いて、社会教育への理解について点と点がつながる感覚がありました。

先輩のスピーチの中で印象に残った言葉。
「楽しいことも、辛いこともあった。今となっては全てが財産」「この節目で歩みは止めない。感謝とともに未来に向けてまた歩き続け
る」改めて先輩の背中から「有言実行」と「自律」の大切さを学びました。そして、社会教育とは自分の生き方や働き方に責任を持ち、自
らで考えて行動を選択する力「自律力」を磨くことに他ならないのではないかとも思いました。
この夜に集まった8人は、年齢、性格、仕事もバラバラ。時として激しく意見をぶつけ合うこともありました。でも、時間がたてばノーサ
イド。それはそれ、これはこれ。大切なことは見失わない。デコボコ軍団を繋いでいたもの、それは恐らく「自律する力」だと思います。

「致知」から学ぶ人間学 助成金を活用し、新入社員研修の準備をしましょう

私は人間学を学ぶため、毎月「致知」を購読しています。人間学と
は、自分は何のために生きているのか。なぜ働くのか。そのような
答えのない問いを繰り返し、自らの思考・感情・行動を一致させて
いく学問ではないかと考えます。ここでは、毎月の「到知」からの
学びを紹介させて頂きます。
https://www.chichi.co.jp/info/（致知）

【今月の学び/「青は藍より出でて藍よりも青し」】
弟子が師を凌ぐほどに成長を遂げることを表した荀子の言葉です。

管理職の最大のミッションは、自分を凌ぐ優れた部下を育てること
だとも言われます。それを実現するためには、上司は自分にできる
ことだけでなく、自分にできないことを求めて部下を成長させなく
てはなりません。これは生半可なことではありません。かつて、東
芝ラグビー部を全国優勝へ導いた富岡鉄平氏は選手を褒めて育てた
そうです。「人の悪いところはすぐ目につきますが、良いところは
探さなければ見つからない」と語られています。

何でも器用にこなす切れ者の部下・後輩は、紙は切れても大木は斬
れません。部下・後輩の良いところである出る杭を大いに伸ばし、
厳しい試練を乗り越えていける器の大きな人材を育てていきたいも
のだと、つくづく感じました。

人材開発支援助成金とは、事業主様等が雇用する従業員様を対象と
し、職務に関連した知識や技能を習得させるための訓練や研修を計
画的に行った場合に、訓練経費や賃金の一部を助成する制度です。
様々なコースがありますので、ご相談いただけましたら、
会社様のニーズに適合するコースやプランをご提案いたします。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/
kyufukin/d01-1.html

昨今の新卒の売り手市場を鑑みると、新入社員や若手社員の職場定
着は会社にとって重要な課題です。
特に新入社員研修は、その後の社会人としてのモチベーションや仕
事の方法を決定づける重要な役割を果たします。
助成金を活用し、計画的に準備されることをお勧めします。

【新入社員研修プログラム例】
・基本的な心構え / 学生と社会人の違い
・効率的な仕事の進め方 / チャレンジ精神
・身だしなみ / 正しい言葉遣い
・報告、連絡、相談 / 訪問のマナー
・メールの書き方 / 電話対応の方法
・接遇応対 / 名刺の扱い方
・PDCAの実践方法 / 目標の策定 など

県内の事業場で働く全ての労働者に適用される「静岡県最低賃金」
が１０月３日より、時間額８５８円に改定されています。

最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度を定
め、使用者は、その最低賃金額以上の賃金を支払わなければならな
いとする制度。
最低賃金には、地域別最低賃金及び特定最低賃金の２種類がありま
す。両方が同時に適用される場合には、使用者は高い方の最低賃金
額以上の賃金を支払わなければなりません。

https://www.mhlw.go.jp/www2/topics/seido/kijunkyoku/minimum/minim
um-09.htm （厚生労働省）

当事務所ではお会社様の要望に応
じて富士山での合宿研修を企画・
提案する、富士山de職場づくり合
宿「合宿でコミュニケーション能
力アップ。働きやすい職場をつく
りましょう！」の受付を随時行っ
ています。

合宿だけでなく、社内研修として
の実施も可能です。
以下のリンク内で１泊２日の推奨
プランをご提案しています。
ぜひ、お気軽にご相談ください。

https://office-road.jp/news/703/

会社で「富士山de職場づくり合宿」を行いませんか？
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